

















10月 2日　平成20年医療施設静態調査 1日～4日 18日～19日
一般診療所票提出（岩見沢保健所） 日本消化器開連学会　荒谷院長 観楓会（定山渓）第1班
17日　麻薬施用者免許申請書更新手続き 25日～26日
（荒谷院長分） 観楓会（定山渓）第2班
11月 20日　診療所開設許可変更申請届 27日～12月10日
秋期職員健康診断
14日　被収容者粉塵健診（66名）
26日　被収容者インフルエンザ予防接種
（22名）
ユ2月 25日　医師・看護師・薬剤師業務従事者届 3日　院内研究発表会（本院）
（岩見沢保健所） 5日　開設変更許可保健所立入検査
6日　新庁舎完成により月形診療所引越
6日　2008年度康和会忘年会
8日　X線室移転によりX線漏洩検査
12日　被収容者年末行事により休診
19日　刑務所医務課・診療所合同忘年会
26日　御用納め
1月 5日　仕事始め
14日　被収容者有機溶剤健診（12名）
26日～29日
刑務所職員特別健診（90名）
2月 27日　平成21年度月形診療所入札説明会
3月 23日　平成21年度月形診療所競争入札
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o医 局
　平成20年度4月に康和会月形診療所が発足しました。月形診療所は、月形刑務所内に開設され被
収容者（受刑者）の診療及び健康診断を行っています。医師は常勤内科医1名、非常勤精神科医1
名、非常勤歯科医3名で診療を行っております。
　被収容者を診療するのは通常の一般診療をするのと勝手が違いはじめはかなり戸惑いましたがな
んとか軌道にのり、診療所スタッフと力を合わせて毎日の診療を実施しています。診療内容は、内
科全般から小外科処置、皮膚科、耳鼻科、眼科等と幅広いため、月形町・岩見沢市・美唄市の医療
機関に大変お世話になっております。月形刑務所は収容定員が1844名で現在約1000人が収容されて
います。今後は被収容者が増加していくにしたがって診察希望者が増加していくと予想され、月形
刑務所内の医療を担う役割は更に重要になってくるものと思います。医療専門刑務所以外に民間の
医療機関が入るのは国内初めてのケースですので刑務所も我々も戸惑う面もありますが、お互いに
協力して被収容者が社会人として再出発の一助となるような努力をしていきたいと思っています。
o看護部
　看護部は看護師、准看卜師の2名で被収容者の診察介助と処置等を行っています。被収容者との
対応は一般の医療とは違い難しい面がたくさんあります。刑務所内の管轄の医務課の准看護師（男
性5名）と協力して診療を行っています。被収容者の4名に1名がC型肝炎の感染者でもあり感染
管理には気を使うことが多いですが大事な部分と捉え今までの感染マニュアルを正確に実践する以
外にもさらなる知識・技術の向上に努めていきたいと思います。また、診察現場では被収容者との
診療に関わること以外の会話などが原則許されておりませんので看護を行うにあたりモチベーショ
ンを保つのが難しいですが被収容者の100人に1人、1000人に1人しか社会で更生しなかったとし
ても健康上の理由で更生しなかったということがないようにと意識を持つように心がけました。残
念ながら被収容者が出所後にどうなったかも知ることはありませんが社会に出て少しでも自分の健
康に配慮した生活を送ってくれることを心に思いながら毎日の看護業務に従事しています。
　まだまだ至らない部分はたくさんありますが先生をはじめ刑務所の医務課スタッフ、月形診療所
スタッフ全員でさまざまなことを相談しながら刑務所内の医療と外部医療とをうまく組み合わせて
いきたいと思っています。
O事務部
　月形診療所事務部は1名で業務を行っています。始めは診療所内の総務・経理・医事の仕事をす
る為にわからないこともたくさんありましたが康和会のスタッフ皆様に手伝っていただきながら何
とか業務を行ってきました。迷惑をかけないようにと心がけてはいますが忙しい中、色々な面でず
いぶんと気にかけていただいて本当に申し訳ない気持ちと感謝の気持ちでいっぱいです。事務部は
被収容者と接する場面はほとんどありませんが医療を行うにあたり思う所は一般の医療機関と一緒
であるということは常に心がけています。無駄だと思えば全てが無駄になってしまうので小さなこ
とでも他部署のことであっても気兼ねなく真剣に話し合っていけるような環境づくりを目指してい
きたいと思っています。被収容者の声は聞こえませんが、聞こえないからこそ色々なことに気遣っ
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ていくことが大事だと思っています。色々とクリアしていかなければならない課題もありますので
院長はじめ刑務所の医務課職員、月形診療所スタッフ、康和会のスタッフと協力して矯正施設内で
の民間医療の形づくりを側面から支えていきたいと思っています。
O診療技術部
　月形診療所の診療技術部の薬剤科は常勤薬剤師1名、非常勤薬剤師3名で主に調剤業務を行って
います。慢性疾患を持つ被収容者については月5回～月7回に分けて定期的に薬が処方され、その
対象者は330名に上ります。一般の医療機関のように服薬指導など被収容者と接することはできま
せんが、刑務所内の医療は内服治療が主な治療法だということと認識していますので医師・診療所
スタッフ・刑務所の医務課職員と十分にコミュニケーションを取り、薬剤・服薬に関しては薬剤科
から情報を発信するようにしていきたいと思います。また、これからは薬剤の管理もしっかり把握
して過剰な在庫を抱えず効率的に薬剤を使用していただけるような提案もしていきたいと思ってい
ます。
　月形診療所の放射線科は常勤診療放射線技師が1名で主に被収容者の医科・歯科の撮影を行って
います。撮影時には被収容者と一緒になる為に苦労することはありますが、より精度の高い画像を
提供するように自分なりに工夫したり技術的なことを習得したりして医師・刑務所の医務課職員・
診療所スタッフなどと連携しながら業務を行っていきたいと思っています。月形診療所は少ない人
数で業務を行っていますので放射線技師が携われば診療所全体のレベルの向上に繋がるということ
を念頭において、X線の撮影や被爆管理はもちろんですがX線を使用しない機器（消化器内視鏡・
超音波装置など）の業務も勉強して医療従事者としての幅も広げていきたいと思います。また、医
療機器の保守管理責任者も行っているので一般の医療機関と同様に常時円滑に医療機器が安全に使
用できる状態にしておくことにも心がけています。
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